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研究成果の概要（和文）：まず、ファジィ多目的配置問題の安定性を調べた。次に、メンバーシ

ップ関数の集計関数に基づいた準凹性の一般化を提案し、その性質を調べた。次に、レベル集

合を用いてファジィ集合列の極限および ファジィ集合値写像の極限と導写像を定義し、それら

性質を調べた。これにより、解がファジィ集合として得られるファジィ数理計画問題のモデル

構築や安定性や感度分析を考える場合に必要になるファジィ集合値解析の基礎理論が構築され

た。 

 

研究成果の概要（英文）：First, we investigated the stability of the fuzzy multicriteria 

location problems. Next, we generalized the quasiconcavity of membership functions based 

on aggregation functions, and investigated the properties of the generalized 

quasiconcavity. Finally, we gave new definitions of the limit of sequences of fuzzy sets, 

the limit of fuzzy set-valued mappings, and the derivative of fuzzy set-valued mappings 

based on level sets of fuzzy sets. Then, we investigated their properties. The obtained 

results can be expected to be useful for analyzing the fuzzy mathematical models whose 

solutions are fuzzy sets. 
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１．研究開始当初の背景 

 ある施設の利用者の位置（需要点）が与え

られたとき、施設をどこかに配置しようとす

る問題を一般に最適施設配置問題という。最

適性の基準としてさまざまなものが提案さ

れているが、利用者毎に施設の位置に対する

望ましさは一般に異なると考えることが自

然であり、このような場合は単一の目的関数

ではなく複数の目的関数をもつ数理計画問

題として定式化され多目的配置問題と呼ば

れる。多目的配置問題に関して未だ解析が十

分でない部分を詳しく解析しようと考えた。 

 

２．研究の目的 

多目的配置問題に関して未だ解析が十分

でない以下の点について明らかにすること

が本研究の目的であった。 

(1)ベクトル最適化の理論を用いて安定性と

感度分析に関する解析的な性質を明らかに

する。 

(2)数値解析の理論を用いて効率的な解法を

開発する。 

(3)また、ファジィ概念を導入したモデルの開

発し、(1), (2) と同様な研究を行う。 

(4)さらに、得られた一連の研究結果を用いて

商品開発支援システムを構築する。 

 

３．研究の方法 

まず、多目的配置問題の安定性および感度

分析に関する解析的な性質をベクトル最適

化理論を用いて明らかにした。次に、ファジ

ィ概念を導入した新たなモデルを開発を試

みた。ファジィ概念を導入した新たなモデル

を解析するときに必要になる新たな理論と

して、ファジィ集合値解析の基礎理論を整備

した。 

 研究目標を達成するために、研究協力者, 

連携研究者やその他本研究に関連する研究

者と連絡を密にし、本研究に関連する研究補

助や専門的知識の提供を受けた。研究が当初

計画どおり進まない時は、適宜、研究協力者, 

連携研究者やその他本研究に関連する研究

者から助言を受け、研究方針を見直し検討し

た。 

 

４．研究成果 

まず、ファジィ多目的配置問題を考え、需

要点および2点間の距離を測る距離測度およ

び満足度を測るメンバーシップ関数の変化

に対するパレート最適解および弱パレート

最適解の安定性を調べた。これにより、ファ

ジィ多目的配置問題のパレート最適解およ

び弱パレート最適解の頑健性が保障された。

次に、メンバーシップ関数の集計関数に基づ

いた準凹性の一般化を提案し、その性質を調

べた。集計関数の加法的生成元も導入し、そ

の加法的生成元を用いて、提案した一般化さ

れた準凹性を特徴付けた。また、提案した一

般化された準凹性がどのような特徴をもつ

のかをいくつかの例を通して考察した。これ

により、提案した一般化された準凹関数をフ

ァジィ数理計画問題へ応用した場合の有用

性が示唆された。最後に、レベル集合を用い

てファジィ集合列の極限および ファジィ集

合値写像の極限と導写像を定義し、それら性

質を調べた。これにより、解がファジィ集合

として得られるファジィ数理計画問題のモ

デル構築や安定性や感度分析を考える場合

に必要になるファジィ集合値解析の基礎理

論が構築された。ファジィ概念を導入した配

置問題は実際の問題により適合し広く適用

できることが期待され、商品開発支援システ

ムに非常に有用である。得られた一連の研究

成果は、ファジィ概念を配置問題に導入する

際の基礎理論を体系的に整理し新たに構築

したものである。今後は、得られた研究成果



を基に、ファジィ配置問題の効率的な解法の

開発および商品開発支援システムの構築を

目指す予定である。 
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